
根 っ こ で つ な が る ！ ？ 「 リ バ ー ス ・ ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ 」
と 学 校 に 行 け な い 子 ど も た ち
鴨川　明子（山梨大学大学院総合研究部教育学域准教授）

　1990年代後半のこと。留学先のマラヤ大学で、カフ
ェテリアを上階からぼーっと眺めていると、ピンクや
水色のスカーフを身にまとう女子学生が多いことに気
づき、思わずシャッターボタンを押した。そして今で
も、この写真を用いながら、大学の講義や学会発表で
「リバース・ジェンダー・ギャップ」現象について説明
している。
　マレーシアの教育を専門に研究を始めてから四半世
紀を越えた。仮に研究生活を50年とすると、ようやく
ハーフアニバーサリーを迎えたと言ってよいかもしれ
ない。そんな筆者が、マレーシアの教育に本格的に興
味を持つようになったきっかけの一つに、冒頭の景色
に象徴される教育とジェンダーの問題がある。
　ただし、マレーシアの場合には、大学において、男
性の方が女性よりも得ている教育機会が少ない「リバ
ース・ジェンダー・ギャップ」が見られる点がとても
ユニークで、この現象を「問題」とみなしてよいか否
かは目下検討中である。
　最近でこそ大学のジェンダーバランスはそこかしこ
で話題になっているが、マレーシアの場合には、90年
代後半に国を代表するマラヤ大学において、女性の数
が男性の数を上回っていた。筆者は、こうしたユニー
クな点に光を当てたいと思って、マレーシアの教育に
ついて研究を続けてきた。
　ところが、マレーシアの教育は、どちらかと言うと
批判にさらされることの方が多いように思う。誤解を
恐れずに言えば、もう少し積極的に評価されても良い
面があるのではないかとも思っている。大学の「リバ
ース・ジェンダー・ギャップ」もさることながら、「学
校に行けない子どもたち（Out-of-School Children
and Youth: ＯＯＳＣＹ、ウスキーと呼ぶ）」の少なさ
も、光を当てたいと思っている現象の一つである。
　東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）諸国は経済的に
豊かになってきたものの、最後の数パーセントの子ど

もたちがなかなか小学校や中学校に行く機会がない。
そのことは各国政府や国際機関の間で問題視され、Ｏ
ＯＳＣＹに対する支援に力が注がれている。
　そんな中で、国連教育科学文化機関（ユネスコ）統
計研究所のウェブサイトによると、マレーシアのＯＯ
ＳＣＹは学齢期の子どもたちの、実に1.4 ％（2019
年）にまで減少している。この割合は、他のＡＳＥＡ
Ｎ 諸国に比して非常に低い。
　さらに、マレーシア教育省は、ＯＯＳＣＹに関する
ＡＳＥＡＮ宣言ワークショップ（17年）において、先
住民、ホームレスやストリートチルドレン、長期病気
療養児、触法少年少女、未登録児童生徒（Undocumented
Children：ＵＣ）を対象に定め、彼・彼女らを支援す
るアクションプランを公表している。国連児童基金（ユ
ニセフ）もまた、ＯＯＳＣＹを積極的に支援している。
　しかしながら、さほど楽観的にマレーシアのＯＯＳ
ＣＹの現状を見ているのではなく、問題も残されてい
ると筆者は認識している。まず、いまだ４万1,336人
もの子どもたちが小学校に通うことができていない
（ユネスコ統計研究所）という「事実」を無視すること
はできないだろう。
　しかも、ユネスコ・バンコク事務所の担当者による
と、この「事実」を表す数値の中には、移民や難民の
子どもの正確な数は含まれていないという。さらに、
マレーシアの場合、男の子の教育不振や教育離脱が顕
著に見られる。
　大学のリバース・ジェンダー・ギャップと、小学校
や中学校に行けない子どもたちの「問題」は、実は根
っこでつながっているかもしれない。この課題に、残
り半分の研究生活で取り組んでいきたいと思ってい
る。
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